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私

た
ち

の
七

里
は

、
緑

と
清

流
と

歴
史

の
郷

で
す

。
こ

の
地

に
生

き
る

こ
と

に
誇

り
を

も
ち

、
平

和
な

村
を

築
く

た
め

、
こ

こ
に

憲
章

を
定

め
ま

す
。

私
た

ち
は

、
　

一
、

自
然

を
愛

し
、

平
和

な
村

を
つ

く
り

ま
す

。
　

一
、

生
産

に
励

み
豊

か
な

村
を

つ
く

り
ま

す
。

　
一

、
伝

統
を

重
ん

じ
、

教
養

を
高

め
、

文
化

の
村

　
　

　
を

つ
く

り
ま

す
。

　
一

、
人

情
と

い
た

わ
り

の
心

を
養

い
、

福
祉

の
村

　
　

　
を

つ
く

り
ま

す
。

　
一

、明
る

く
健

康
で

、活
力

あ
る

村
を

つ
く

り
ま

す
。
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平成 28年 2月１日（2）

平
成
28

年 

道
志
村
成
人
式

　

式
典
で
は
多
数
の
来
賓
を
迎
え
新
成
人
の
紹
介
と
、
長
田
村
長
の
式
辞
を
は
じ
め
来

賓
の
皆
さ
ん
か
ら
新
成
人
と
な
っ
た
方
に
祝
福
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
近
況
報
告
と
幼
少
時
代
の
写
真
が
上
映
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
懐
か
し
い
映
像
に
笑
い
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

二十歳のわたしたち！！きれいでしょ

中学時代の恩師 天野理枝先生・鈴木真由美先生とともに　

みんな大人になったね

袴でびしっと決めました

誓いの言葉

新成人代表

久保笹久根　出羽芳帆さん

俺らだって負けてない！
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2016.1.10　やまゆりセンターにて

新成人 22 名の門出 二
十
歳
を
迎
え
て
（
一
部
抜
粋
）

幼
い
頃
は
早
く
大
人
に
な
り
た
い
と
感

じ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ

な
っ
て
み
る
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
不
安
と
迷

い
が
多
く
あ
り
、ま
だ
子
供
の
ま
ま
で
い
た
い
！　

と
切
に
感
じ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

何
時
ま
で
も
両
親
に
心
配
を
か
け
る
わ
け
に
も

い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
大
人
に
ふ
さ
わ

し
い
言
動
と
振
る
舞
い
、
そ
し
て
自
立
し
た
精

神
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

山
口
純
平
（
パ
ソ
コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
系
の
専
門

学
校
に
通
い
、
就
職
に
向
け
準
備
中
）

ま
だ
ま
だ
立
派
な
大
人
に
は
ほ
ど
遠
い
で

す
が
自
分
の
今
持
っ
て
い
る
夢
を
諦
め

ず
に
、
今
ま
で
出
会
っ
て
私
を
成
長
さ
せ
て
く

だ
さ
っ
た
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
こ
れ

か
ら
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

杉
本
克
樹
（
八
王
子
市
内
の
自
動
車
の
専
門
学

校
に
就
学
中
）

二
十
歳
に
な
り
、
今
ま
で
よ

り
困
難
な
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
試
練
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
も
、
自
覚
を
持
つ
こ
と
責
任

あ
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
現
在
私
は
一
人
暮
ら
し
で
両
親
に
は
い

ろ
い
ろ
と
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

必
ず
将
来
は
何
か
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

佐
藤
杏
菜
（
春
か
ら
北
里
大
学
病
院
で
正
社
員

と
し
て
働
く
た
め
、
現
在
研
修
中
）

成
人
と
は
、
一
人
前
の
大
人
に
な
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
少
し
ず
つ
心
身
と
も
に

一
人
前
の
大
人
に
近
づ
い
て
い
け
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
現
在
大
学
で
学
ん
で
い
る
日
本
史
の
知
識
を

生
か
し
た
仕
事
に
つ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で

様
々
な
技
能
を
身
に
つ
け
将
来
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
藤
皓
佑（
駒
澤
大
学
で
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
）

二
十
歳
を
迎
え
て
、
私
た
ち
は
大
人
へ
と

仲
間
入
り
し
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
、
自
分
の
言
動
へ
の
責
任
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
社
会

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
恩
を
か

え
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

菅
谷
茜
（
都
留
文
科
大
学
で
勉
学
に
励
ん
で
い

ま
す
）

現
在
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職

員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
笑
顔

に
支
え
ら
れ
頑
張
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
何
事

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
知
美
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介

護
職
員
と
し
て
就
職
）



平成 28年 2月１日（4）

　

平
成
28
年
1
月
9
日
、
道
志
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
山
梨
県
知
事
、
県
議
会

議
員
、
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
、
大
月

警
察
署
長
、
相
模
原
市
長
、
村
議
会
議
長

な
ど
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、

新
春
恒
例
の
「
道
志
村
消
防
団
出
初
式
」

が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
浦
晋
消
防
団
長
の
訓
示
、
長
田
村
長

の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
方
々
の
多
数
の
ご
祝

辞
で
は
、「
消
防
団
の
活
動
に
対
す
る
感

謝
」「
団
員
の
活
動
を
支
え
て
い
る
家
族

へ
の
感
謝
」「
地
域
の
中
で
の
消
防
団
へ

の
期
待
」
な
ど
の
お
言
葉
を
頂
き
、
山
口

時
彦
副
団
長
の
総
指
揮
の
も
と
、
全
団
員

が
真
剣
な
表
情
で
深
く
心
に
刻
み
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
は
、
地
域
の
防
災
活
動
の
中

核
と
し
て
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
各
種
訓
練
の
実

施
や
夜
間
の
警
戒
活
動
な
ど
尽
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、当
日
、

栄
え
あ
る
表
彰
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
皆

さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
団
員
、表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成
27
年
度
新
入
団
員
紹
介
（
１
名
）　　
　

　
　

山
口
玲
緒

●
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

①
甲
種
功
労
章
（
１
名
）

　
　

湯
川
和
則

　

②
乙
種
功
労
章
（
５
名
）

　
　

志
村
真
樹
　
山
口
晃
利
　
山
口
雄
一

　
　
山
口
哲
央
　
杉
本
高
一

●
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰
（
５
名
）

　

　
村
田
隆
洋
　
佐
藤
隆
光
　
佐
藤
和
樹

　
　
池
谷
修
一
　
加
藤
源
正

●
山
梨
県
富
士
・
東
部
地
域

　
　

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
（
１
名
）

　
　

長
田
勝
彦

●
大
月
警
察
署
長
及
び
山
梨
県
防
犯
協
会

　
　

大
月
支
部
長
表
彰
（
５
名
）

　

①
甲
種

　
　

池
谷
昌
久
　
佐
藤
照
敏
　
佐
藤
邦
治

　
　
佐
藤
光
美
　
池
谷
和
也

●
道
志
村
長
表
彰

　

功
労
章
（
25
年
勤
続
）（
９
名
）

　
　

湯
川
和
則
　
山
口
時
彦
　
佐
藤
貢
三

　
　
志
村
真
樹
　
山
口
哲
央
　
山
口
勝
二

　
　
佐
藤
　
進
　
佐
藤
明
仁
　
佐
藤
敬
章

●
道
志
村
消
防
団
長
表
彰

　

①
永
年
勤
続
章
（
20
年
勤
続
）（
４
名
）

　
　

池
谷
慎
司
　
菅
谷
勝
己

　
　
佐
藤
義
幸
　
杉
本
和
也

　

②
勤
続
章
（
15
年
勤
続
）（
２
名
）

　
　
出
羽
勝
頼
　
出
羽
正
広

　

③
優
良
章
（
10
年
勤
続
）（
９
名
）

　

　
山
下
祐
二
　
山
口
政
司
　
佐
藤
隆
光

　
　
渡
辺
　
純
　
杉
本
浩
太
　
佐
藤
　
栄

　
　
池
谷
有
史
　
池
谷
秀
仁
　
池
谷
　
悟

　

④
精
勤
章
（
3
年
勤
続
）（
10
名
）

　
　

千
々
輪
岳
史
　
大
野
航
輔
　

　
　
中
嶌
拓
哉
　
頓
所
和
也
　
山
口
孝
幸
　

　
　
山
口
　
剛
　
杉
本
尚
樹
　
杉
本
　
悠
　
　

　
　
箱
崎
浩
二
郎
　
池
谷
拓
真

道
志
村
消
防
団

　
出  
初  

式

平成 28 年

北浦消防団長の訓示

新入団員宣誓

音楽隊によるラッパ吹奏
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平成 27 年分確定申告書の提出及び納付期限  

所得税及び復興特別所得税     　　　　　　　⇒ 3 月 15 日（火）

贈与税　　　　　　　　　　 　　　　　　　⇒ 3 月 15 日（火）

個人事業者の消費税及び地方消費税 　　　　⇒ 3 月 31 日（木）

○　申告書作成のために来署される場合は、上記期間にお越しください。

○　会場開設初日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が予想されますのでご了承ください。

○　申告書作成会場では、相続税の相談は受け付けておりませんのでご注意ください。

○　お車での来署はご遠慮ください（駐車の際、お待ちいただく場合があります）。

○　税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんのでご了承ください。

～納税について～
申告書の提出後に、納付書の送付や納税通知等による納付のお知らせはありません。申告により

納付すべき税金は、納付期限（＝申告期限）までに納付書により、最寄りの金融機関の窓口もし

くは税務署窓口で納税をお願いいたします。

※　納付書は、税務署及び金融機関にご用意してあります。なお金融機関に納付書がない場合に

は、所轄税務署にご連絡ください。

【問い合わせ】　大月税務署　☎︎ 0554-22-3151　
　　　　　　　　　　　　  役場総務課　☎︎ 52-2111

大月税務署からのお知らせ

開設期間 会　場 所　在　地 時　間

　2月 16 日（火）～

　　　3月 31 日（木）
　※土日及び祝日を除きます。

大月税務署

３　階

大月市御太刀

2－ 8 － 10

大月地方合同庁舎

　【受付】

　午前８時 30 分から

　（提出は午後５時まで）

　【相談】

　午前９時から午後５時まで

申告書作成会場の開設日程

申告書提出に当たってのご注意
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食生活改善推進員会“栄養関係功労者知事表彰”受賞
　
　12 月 5 日、健やか山梨推進大会において、道志村食
生活改善推進員会が栄養関係功労者知事表彰を受賞しま
した。
　道志村食生活改善推進員会は、昭和 53 年に養成され

「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、「まず
は自分の健康、そして家族、お隣さん、お向かいさん、
地域へ」と健康づくりの輪を広める活動を行ってきまし
た。平成 22 年度に現在の推進員 20 名が新たに養成され、
親子料理教室や良い食生活料理教室の開催、ふれあいサ
ロンでの食事提供、みそ汁の塩分調査や減塩の推進等、
村と協同して食を通した健康づくりのボランティア活動
を進めており、少ない人数でありながらも村民のために
活動する姿が評価されました。

道 志 村 戦 没 者 慰 霊 祭  が 行 わ れ ま し た
　

　11 月 25 日、 道 志 村 内 に お い て、 先 の 大 戦 で 亡 く な ら れ た 戦 没 者 の 霊 を 偲 び、 遺 族
を 慰 め、 恒 久 の 平 和 を 祈 念 す る こ と を 目 的 と し て、 慰 霊 祭 が 厳 粛 に 挙 行 さ れ ま し た。 
　式には、遺族会員や来賓など 24 名が出席し、全員で黙祷をささげ、105 柱の御霊に対して
ご冥福を祈りました。遺族会長（出羽公昭）から「悲惨な戦争の教訓を心に刻み、子・孫が再
び戦争の犠牲者にしてはならないとの
固い信念のもとに、一人ひとりがた
ゆまぬ努力をいたしますことをお誓
い申し上げます」と祭文を述べ、道
志村長の追悼の辞、村議会議長・山梨
県遺族会長から慰霊のことばをいただ
き、参列者の皆様は献花をしました。 
　終戦から 70 年もの歳月が経ち、戦争
の惨禍の記憶が風化しつつあることか
ら、戦争の悲惨さや平和の尊さを広く
後世に語り継いでいき、故郷道志村の
繁栄と平和への誓いを新たにしました。
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第 2 回総合戦略推進会議を平成 27 年 12 月 21 日開催し、人口問題対策の事業案について検討を
行いました。新規事業案（約 130 事業）から「移住コンシェルジュの設置事業」など新規事業 38
事業、また現在も実施している「すこやか医療費助成事業」など人口問題対策に有効と思われる継続
事業 38 事業、あわせて 76 の事業案を道志村の総合戦略事業案として検討し、了承をいただきました。
これらを道志村の人口問題対策事業案として、2 つの基本目標からなる道志村総合戦略としてまとめ、
村長へ提出する予定です。

道 志 村 の 未 来 を 考 え る  vo.3

『
情
報
発
信
強
化
』

結婚 ・ 出産 ・ 子育てを含め、
道志村で暮らすという 「ライフ
スタイル」 を見つめ直し、 さら
に新しい要素を加えていくこと
で、 既存の村民の満足度を向
上させるととともに、 移住者等
が移住してよかったと思うような
村 ・ 移住したくなるような村を
目指していく 

近隣都市との連携した交流を
促進するとともに、 移住 ・ 定着
促進に向けた環境を整備して
いくことで、 移住者の増加を目
指していく 

② 村民が魅力的に感
じる新しいライフスタイ
ルをつくる

① 道志村への新しい
ひとの流れをつくる

施策の方向性（仮）基本目標（仮）　　　　　　　　　　　　　

道志村総合戦略推進会議で検討しているポイント

　１　2060 年（45 年後）に人口 1,562 人を維持する

　２　基本目標は次の 2 本

　　　① 道志村への新しいひとの流れをつくる

　　　② 村民が魅力的に感じる新しいライフスタイルをつくる

　　　①と②の共通項目『情報発信強化』



平成 28年 2月１日（8）

　平成 28 年１月からマイナンバー（個人番号）制度が始まりました。役場での手続きの際に、マイ
ナンバーが正しいこと（番号確認）や、マイナンバーが正しい持ち主であることの確認（身元確認）
をしています。各種申請書などの提出の際は、マイナンバーおよび本人確認ができる書類の提示にご
理解とご協力をお願いします。

■手続きには、マイナンバー確認と本人確認をお持ちください
〇番号確認　通知カード【紙製】または住民票（マイナンバー付き）
〇身元確認　顔写真付き書類を 1 点（運転免許証、パスポートなど）

※顔写真付き書類がない場合は 2 点（健康保険証、年金手帳、社員証、学生証など、氏名と
生年月日または氏名と住所が記載されているもの）

■マイナンバーの記入や提示をお願いする主な手続き

※上記手続きは一部となります。その他の手続きなど、詳しくは各担当までお問い合わせください。

社会保障や税関係の手続きに

マイナンバーの記入や提示をお願いします

手続きの内容 問い合わせ

子育て

児童手当の現況の届け出・認定請求
住民健康課（児童福祉担当）
☎ 52-2113

児童扶養手当の認定請求
保育所入所申請

妊娠届の提出
住民健康課（母子保健担当）
☎ 52-2113

国民健康

保険

被保険者の資格取得・喪失に係る届け出

住民健康課（国民健康保険担当）
☎ 52-2113

被保険者証の再交付の申請
高齢受給者証の申請・交付・更新など
限度額適用・標準負担額減額認定証の申請
医療給付の申請（高額療養費、療養費など）

後期高齢者医療
被保険者証の交付・再交付の申請

住民健康課（後期高齢者医療担当）
☎ 52-2113

限度額適用・標準負担額減額認定証の申請
医療給付の申請（高額療養費、療養費など）

介護保険
介護保険サービスに関する申請

住民健康課（介護保険担当）
☎ 52-2113

介護保険被保険者の資格に関する届け出
要介護・要支援認定に関する申請

福祉

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金請求の申請
住民健康課（援護恩給担当）
☎ 52-2113

身体障害者手帳の交付申請
住民健康課（障害福祉担当）
☎ 52-2113

精神障害者保健福祉手帳の交付申請
障害福祉サービスに関する申請

税

村民税・県民税の申告（平成 28 年分の申告から）

総務課（税務担当）
☎ 52-2111

給与支払報告書の提出（平成 28 年分の報告から）
障害者などが所有する軽自動車税の減免申請
固定資産税（償却資産）の申告
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くらしの情報　〈村から〉

平成 28・29 年度山梨県消費生活協力員の募集について

　平成 28 年４月１日から、地域における、消費者トラブルを未然に防ぐための普及啓発や、市町村
相談窓口への消費生活相談等の取り次ぎを行う消費生活協力員を募集します。任期は平成 30 年３月
31 日までの 2 年間となります。希望する方は役場産業振興課までお問い合わせください。
活動内容
①	 市町村等が行う消費者教育・啓発活動等への参加・協力
②	 市町村と連携した地域の高齢者等に対する消費生活に関する見守り活動
③	 地域リーダーとしての消費者教育・啓発の実施
④	 不当な景品類の提供、不当な表示などの広告物等の資料の確保及び、その他消費者安全の確

保のための情報の市町村又は県民生活センターへの提供
⑤	 地域における消費生活に関する相談及び苦情の市町村の相談窓口又は県民生活センターへの

取次ぎ
⑥	 地域の消費者又は当該協力員の意見・要望等について、市町村又は県民生活センターへの報

告又は提案
⑦	 県民生活センターが行う協力員を対象とした研修会等への出席
⑧	 毎月の活動状況報告書２ヶ月分について、翌月 10 日までに市町村へ提出（市町村は、取りま

とめのうえ、県民生活センターへ提出）
任　期　平成 28 年４月１日から平成 30 年 3 月 31 日まで（2 年間）
謝　金　年額　6,000 円（※ただし、定期報告の郵便代は県で別途負担）

　村では、観光交流産業の振興及び観光客誘客を図るために、特産品であるクレソン・道志ポークを
使用した魅力的なメニュー開発を行っています。つきましては、料理研究家である沙希穂波さんに講
師を務めて頂き、開発したメニュー２品の料理講習会を開催いたします。参加費は無料となっていま
すので、希望する方は、下記の期間までに役場産業振興課までお問い合わせください。
１．講習会：平成 28 年 3 月 16 日（水）　１回目：13:00 ～　２回目：15:00 ～
２．場　所：やまゆりセンター　調理室
３．募集数：各 10 名
４．募集期間：平成 28 年 2 月 1 日～平成 28 年 2 月 26 日
５．参加費：無料
６．持ち物：エプロン、筆記用具
〇調理器具・食材等はご用意しますので、調理しやすい格好でお越しください。
〇参加者の人数によって、参加できる時間の人数を調整する可能性があります

ので、ご了承ください。

産業振興課

☎ 52-2114

道志村特産品メニュー開発事業料理講習会の開催について 産業振興課

☎ 52-2114

沙希穂波さん
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くらしの情報　〈村から〉

本村の高齢化率は 30％を超え、今後更なる増加が予測されます。村民の皆さんがいつまでも安心
して本村で暮らすことができるよう、福祉資格を取得される方を養成し、その福祉資格取得者が本村
で活躍していけるよう支援していきます。

〇助成対象となる福祉資格
　　　・ホームヘルパー２級
　　　・介護福祉士
　　　・介護支援専門員

〇助成対象者
　・平成 27 年４月１日以降に上記の資格を取得された方
　・申請を行う日から起算して、1 年以上継続して本村に住所を有する方
　・資格取得後は村内で高齢者の支援に関する仕事に従事していただける方
　・介護保険、国民健康保険、後期高齢者医療保険、村税を滞納
　　していないこと
　・国や都道府県による類似の助成、奨学金を受けていないこと
〇助成金の額
　・福祉資格取得に要した受講料、受験料並びに教材費の２分の
　　１の額（限度額 5 万円）
〇申　請
　・平成 27 年度中に上記資格を取得された方は、

　　平成 28 年 4 月末日までに申請を行ってください。
　・申請には資格を取得したことを証明する書類、資格取得に要　
　　した対象経費の額を証明できる領収書等が必要となります。

福祉資格を取得された方に費用の一部を助成します 住民健康課

☎ 52-2113

生涯教育事業「冬の五感の集い」

　昔なつかしいお正月遊び。コマと羽根突きなどを楽しみながら
交流を深める事業です。
　興味のある方は奮ってご参加ください。

　日時　平成 28 年２月 20 日（土）10 時から 12 時頃
　場所　やまゆりセンター
　対象　どなたでも（10 名程度）

※	参加費は無料です。

教育委員会

☎ 52-1020
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くらしの情報　〈村から〉

在宅で介護をしているご家族に慰労金を支給します

　要介護高齢者を在宅において介護しているご家族の労をねぎらうとともに、経済的な負担の軽減と、
要介護高齢者の健康で快適な在宅生活の継続及びその水準の向上に資するため、家族介護慰労金を支
給いたします。

〇対象者
　・要介護４又は要介護５の認定を受けている方を在宅で介護しているその家族
　・要介護者及び介護している家族ともに 1 年以上継続して本村に住所を有する方
　・介護保険、国民健康保険、後期高齢者医療保険、村税を滞納していない世帯
　　※介護保険施設に入所されている方は該当しませんのでご注意下さい。
〇慰労金の額
　・月額 1 万円（年額最大 12 万円）

　※ただし、医療機関への入院、介護保険施設への入所期間を合算した日数に応じて、支給対　
象月から除きます。また、入院・入所及び退院・退所の当日も算定しないものとします。

〇申　請
　・平成 27 年度の慰労金の申請の受付期間は平成 28 年 4 月１日～ 4 月末日までです。
　・申請にあたっては、担当ケアマネージャーに相談し、申請の支援を受けてください。

住民健康課

☎ 52-2113

くらしの情報　〈その他〉
■
春
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

の
ご
案
内

　

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課

題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い

る
先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。

・
日
時
：
平
成
28
年
３
月
12
日
（
土
）・

３
月
13
日
（
日
）

・
会
場
：
山
梨
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下

飯
田
２

−

10

−

２
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
。

※
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

・
申
し
込
み
方
法
：
開
催
週
の
木
曜
日
ま

で
に
、
盲
学
校
へ
電
話
で
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
平
日
9
時

か
ら
17
時
ま
で
。
山
梨
県
立
盲
学
校 

☎︎

０
５
５

−

２
２
６

−

３
３
６
１

・
費
用
：
無
料

■
「
富
士
山
の
日
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
」
参
加
者
募
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

２
月
23
日
は
「
富
士
山
の
日
」。
山
梨
・

静
岡
県
共
催
で
「
富
士
山
の
日
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。
世
界
遺
産

「
富
士
山
」
の
保
全
へ
向
け
た
気
運
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
県
民
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

・
日
時
：
２
月
23
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

・
場
所
：
富
士
吉
田
市
民
会
館
「
ふ
じ
さ

ん
ホ
ー
ル
」（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
緑
ヶ

丘
２

−

５

−

23
）

・
対
象
：
一
般
県
民

・
内
容
：
富
士
山
の
伝
統
文
化
の
継
承
に

向
け
た
取
組
の
紹
介
／
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ　

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
・
２
０
１
６
（
富
士

山
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
）

／
富
士
山
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
参
加
費
：
無
料
（
交
通
費
な
ど
は
参
加

者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
）

・
定
員
：
１
０
０
名
程
度
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

・
応
募
方
法
：
当
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
※
要
事
前
申
込

http://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/
fujisan/

・
問
い
合
わ
せ
：
県
富
士
山
保
全
推
進
課　

☎︎
０
５
５

−

２
２
３

−

１
３
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５

−

２
２
３

−

１
７
８
１
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くらしの情報　〈その他〉
■
や
ま
な
し
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
に
出

会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め｢

や
ま
な

し
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

県
に
登
録
さ
れ
た
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
県
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
婚
活
や
ま
な
し
」
で

発
信
。
開
催
情
報
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
レ
ポ
ー
ト
や
婚
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
を
行
え

ば
、
自
動
的
に
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

送
ら
れ
ま
す
。

　

ご
本
人
以
外
の
方
も
登
録
で
き
ま
す
の

で
、
ご
親
族
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
必

要
な
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
：「
や
ま
な

し
く
ら
し
ね
っ
と
」
か
ら
「
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
」
を
選
択
、自
治
体
「
山
梨
県
」、ジ
ャ

ン
ル
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
選
択
、「
や
ま
な

し
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を

選
択
」。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
み
を
登
録

く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
：
県 

県
民
生
活
・
男
女
参

画
課
☎︎
０
５
５

−

２
２
３

−

１
３
５
８ 

■
時
速
５
０
０
ｋｍ
の
世
界
を
体
感

し
よ
う
！　

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン

タ
ー
へ
ご
来
館
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
降
大
好
評

の
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
新
館
「
ど

き
ど
き
リ
ニ
ア
館
」。
超
電
導
リ
ニ
ア
の

魅
力
が
満
載
で
す
。
※
２
月
か
ら
は
、
一

部
の
展
示
物
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

・
時
速
５
８
１
km
の
鉄
道
の
世
界
最
高
記

録
（
平
成
15
年
８
月
当
時
）
を
樹
立
し
た

実
物
リ
ニ
ア
車
両

・
リ
ニ
ア
開
通
後
の
山
梨
を
舞
台
と
し
た

大
型
ジ
オ
ラ
マ

　

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
展
示
が
あ
り
ま
す
。

・
入
館
料
：
一
般
・
大
学
生
４
２
０
円
、

高
校
生
３
１
０
円
、小
中
学
生
２
０
０
円
、

未
就
学
児 

無
料
（
20
名
以
上
の
団
体
に

は
割
引
が
あ
り
ま
す
）。

・
営
業
時
間
：
９
時
〜
17
時
（
入
館
は
16

時
30
分
ま
で
）

・
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
（
但
し
祝
日
の

場
合
は
開
館
）、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年

始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

・
問
い
合
わ
せ
：
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン

タ
ー
☎︎
45

−

８
１
２
１　

２
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

◎
乳
児
期
か
ら
よ
い
食
事
で
健
康
づ
く
り
！

　
　
離
乳
食
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　
　

２
月
４
日
（
木
）
10
時
〜
14
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

栄
養
士　

古
谷
け
い
子

内
容　
　
「
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
作
り
」

＊
調
理
実
習
を
し
、
具
体
的
な
方
法
を
習

得
し
ま
し
ょ
う
。
作
っ
た
後
は
み
ん
な
で

楽
し
く
食
べ
な
が
ら
交
流
致
し
ま
す
。

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

　
　
自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

日
時　
　

２
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

運
動
士　

石
倉
秀
子

内
容　
　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
交
流
し

ま
し
ょ
う
。
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
願

い
し
て
あ
り
ま
す
。

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保
育
所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と

遊
ば
せ
、
集
団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

役
場
住
民
健
康
課　

☎︎
52

−

２
１
１
３

　

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
童
謡
な
ど
心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

◎
日
程

２
日
（
火
）、
３
日
（
水
）、
５
日
（
金
）、
８
日
（
月
）、
12
日
（
金
）、

16
日
（
火
）、
17
日
（
水
）、
18
日
（
木
）、
22
日
（
月
）、
25
日
（
木
）

毎
月
10
回
※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
：
役
場
住
民
健
康
課　

☎︎
52
―
２
１
１
３　

2 月の「歌の会」 ♪♬
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協
力
隊
任
期
終
了
ま
で
、

あ
と
２
ヶ
月
と
な
り

ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
３
年
間
が
過

ぎ
る
の
は
早
か
っ
た
で
す
が
、
人
生
の
中

で
最
も
充
実
し
て
い
た
３
年
間
で
し
た
。

任
期
終
了
後
も
道
志
村
で
生
活
す
る
た
め

の
仕
事
を
作
る
べ
く
、
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
何
で
も
実
施
し
て
き
た
３
年
で
し
た
。

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
何
と
か
２
０
１
６

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
４
月

以
降
に
向
け
て
、
会
社
の
設
立
を
準
備
中

で
す
。
残
り
２
ヶ
月
も
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。

み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊

（
香
西
恵
） 33

ブログで日々の活動を報告しています。こちらもぜひご覧ください。　http://www.doshi-okoshi.com

良
質
で
豊
富
な
水
は
道
志
村
の
自
慢

す
べ
き
自
然
の
恵
み
で
す
。
多
く

の
家
で
沢
水
を
飲
料
水
に
使
い
、
特
産
の

ク
レ
ソ
ン
は
も
と
よ
り
、
水
耕
栽
培
に
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

野
原
に
は
水
田
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

水
は
道
志
川
本
流
が
遠
い
の
で
、
枝
沢
か

ら
取
水
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
そ
の
水
源

を
辿
っ
て
み
ま
し
た
。
取
水
口
近
く
の
谷

間
の
岩
質
は
脆
く
、
塩
ビ
管
が
数
カ
所
露

出
し
危
う
い
支
点
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
大
雨
で
側
壁
が
崩
れ
パ
イ
プ
は
何
度

か
流
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
立
派
な
水
槽
が
あ
り
、
所
々
に

か
つ
て
使
っ
て
い
た
ヒ
ュ
ー
ム
管
も
あ

り
、
戦
後
こ
こ
に
水
田
を
作
る
た
め
に
水

を
引
い
た
先
人
た
ち
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま

し
た
。

（
大
野
航
輔
）

（
中
嶌
拓
哉
）

（
井
口
陽
介
）

３
回
目
の
醤
油
し
ぼ
り

　

道
の
駅
ど
う
し
に
て
醤
油
し
ぼ
り
の

実
演
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
！　

道
志

村
に
来
た
約
３
年
前
、
単
な
る
興
味
だ

け
で
は
じ
ま
っ
た
醤
油
し
ぼ
り
へ
の
関

わ
り
が
今
で
は
毎
年
恒
例
の
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
恒
例
と
は
い
え
ど
、
私
ひ

と
り
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
今
年
も
醤
油
し
ぼ
り
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
縁
あ
っ
て
２
社

に
新
聞
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、
思
い
出

と
な
る
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。
道
志

村
で
は
昔
か
ら
あ
る
当
た
り
前
の
よ
う

な
醤
油
し
ぼ
り
で
も
、
外
か
ら
見
れ
ば

と
て
も
貴
重
で
興
味
深
い
資
源
で
あ
る

と
映
り
ま
す
。
醤
油
に
限
ら
ず
そ
ん
な

資
源
が
ま
だ
ま
だ
道
志
に
は
あ
り
ま
す
。

約
３
年
住
ん
で
い
て
も
新
た
な
発
見
に

溢
れ
て
い
ま
す
。

水
田
を
つ
く
っ
た

先
人
の
苦
労
を
し
の
ぶ

（
千
々
輪
岳
史
）

２
月
５
日
か
ら
２
月

17
日
ま
で
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ソ
ラ
マ
チ
を
会
場
に
、

鹿
や
猪
等
の
野
生
鳥
獣
の
革
製
品
の
展

示
会
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
道
志
か
ら
は
道
志
の
鹿
の
革

や
角
を
つ
か
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
を

出
展
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
Ｄ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
」（
ド
ウ
シ
シ
カ
）

と
名
付
け
ま
し
た
。
道
志
の
シ
シ
や
シ

カ
を
生
か
す
、
道
志
に
し
か
4

4

な
い
も
の

を
生
か
し
た
い
と
い
う
意
味
を
込
め
ま

し
た
。
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

『
道
志
手
帖
』
購
読
者
募
集
中
で
す

協
力
隊
で
発
行
し
て
い
る
季
刊
誌
『
道
志
手
帖
』

は
28
年
度
か
ら
有
志
に
よ
る
発
行
体
制
に
な

り
、
有
料
と
な
り
ま
す
。
購
読
を
ご
希
望
の
か

た
は
お
手
数
で
す
が
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
１
部
３
０
０
円
、
年
間
購
読
１
２
０
０
円
（
送

料
込
み
）】
☎
52
ー
２
１
１
８　

Ｅ
メ
ー
ル
：

kozai-kei@
vill.doshi.yam

anashi.jp

（
香
西
）

道
志
村
で
来
年
度
も

「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
採
用
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
こ
と
を
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？　

現
在
の
５
名
の
協
力
隊

が
卒
業
し
た
後
も
新
た
に
３
名
の
協
力

隊
を
道
志
村
に
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
協
力
隊
の
使
命
は
「
６
次
産
業

化
」
と
は
っ
き
り
し
た
事
業
を
役
場
が

提
示
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
新
し
い

商
品
開
発
、
加
工
、
生
産
な
ど
様
々
な

取
組
み
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
道
志

村
に
ど
ん
ど
ん
若
者
が
入
っ
て
く
る
こ

と
で
村
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
。
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 建設工事      
工事
番号 工事名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

40 長幡簡易水道第 2 給水
区給水管布設替工事 ㈲佐藤設備 3,980,000 円 4,100,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～

　平成 28 年 3 月 18 日
㈲佐藤設備・長田産業㈱・㈱サン
エイ・㈱一水工業・宝栄設備

41 浄化槽 27 － 3 工事 渡建工業㈱ 5,800,000 円 5,850,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～
　平成 28 年 3 月 4 日

㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・㈲佐
藤設備・㈲七里緑化・長田産業㈱

42 浄化槽 27 － 4 工事 ㈲佐藤設備 6,100,000 円 6,200,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～
　平成 28 年 3 月 4 日

㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・㈲佐
藤設備・㈲七里緑化・長田産業㈱

43 道志の湯ろ過機設置
工事 長田産業㈱ 4,300,000 円 4,300,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～

　平成 28 年 3 月 18 日
㈲佐藤設備・長田産業㈱・㈱サン
エイ・㈱一水工業・宝栄設備

48 浄化槽 27 － 5 工事 ㈱佐藤工業所 2,880,000 円 2,900,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～
　平成 28 年 3 月 4 日

㈱佐藤工業所・渡建工業㈱・㈲佐
藤設備・㈲七里緑化・長田産業㈱

45 長又地区林内路網整
備工事 ㈲七里緑化 1,080,000 円 1,080,000 円 平成 28 年 1 月 26 日～

　平成 28 年 3 月 25 日
㈲渡辺工務所・㈲七里緑化・渡建
工業㈱・志村工業㈱・㈲平賀興業

46 谷相地区林内路網整
備工事 ㈲七里緑化 1,060,000 円 1,080,000 円 平成 28 年 1 月 26 日～

　平成 28 年 3 月 25 日
㈲渡辺工務所・㈲七里緑化・渡建
工業㈱・志村工業㈱・㈲平賀興業

47 数雲塚地区林内路網
整備工事 ㈲七里緑化 1,070,000 円 1,080,000 円 平成 28 年 1 月 26 日～

　平成 28 年 3 月 25 日
㈲渡辺工務所・㈲七里緑化・渡建
工業㈱・志村工業㈱・㈲平賀興業

53 田代残土埋立地整備
工事 ㈲平賀興業 4,870,000 円 5,300,000 円 平成 28 年 1 月 26 日～

　平成 28 年 3 月 25 日
長田産業㈱・㈲池谷工務店・㈲平
賀興業・㈲平賀興業・㈲坂本建設

 業務委託      
委託
番号 委託名 落札者 落札金額 予定価格 委託期間 指名業者

77 道の駅どうし開発行
為許可申請業務委託 ㈱ OMT 2,850,000 円 2,950,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～

　平成 28 年 2 月 29 日

パイロット測量設計㈱・東和測量
設計㈱・三和エンジニアリング㈱・
㈱ＯＭＴ・第一測量㈱　

 物品購入等      
契約
番号 契約名 落札者 落札金額 予定価格 契約期間 指名業者

7 電子カルテシステム
整備

マコト医科
精機㈱ 2,770,000 円 2,800,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～　

　平成 28 年 2 月 29 日

豊前医科㈱・マコト医科精機㈱・
㈱メディセオ・㈱匠メディカル・
㈱ムトウ山梨

5 多機能心電計（解析
機能付）整備

マコト医科
精機㈱ 1,090,000 円 1,100,000 円 平成 27 年 12 月 29 日～

　平成 28 年 2 月 29 日

豊前医科㈱・マコト医科精機㈱・
㈱メディセオ・㈱匠メディカル・
㈱ムトウ山梨

入　札　結　果 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する
法律第 8 条第 1 項に基づき入札結果を公表します。

◎飼い犬が死んだとき

　犬の登録を抹消する必要がありますので、犬の鑑札及び注射済票を持参のうえ、役場住民健康課まで届出

をしてください。

◎やめよう　犬の放し飼い　考えよう　他人の迷惑！

　犬の飼い主は、他に迷惑をかけない、犬の健康や安全に注意する、ルールに従って適正に飼育するなどの

責任があります。犬に限らずペットを飼う場合、飼い主にはルールとマナーを守る義務があります。

・犬の放し飼いはやめましょう。　　・犬のフンは持ち帰りましょう。

・飼育場所を清潔にしましょう。　　・犬に無駄吠えをさせないようにしましょう。

◎狂犬病の予防接種を受けましょう

　毎年 4 月上旬は、狂犬病予防集合注射が実施されます。年に１度の集合注射ですので、この機会に必ず受

けましょう。例年どおり白井平地区から順次月夜野地区に向けて行っていく予定です。時間と場所は４月号

広報でお知らせします。※当日は、１頭につき注射料 2,950 円 + 注射済票 550 円＝ 3,500 円を持参してい

ただきますようお願いいたします。
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道志村でもインフルエンザの患者さんがでてきました　〜風邪予防について〜

1 月中旬、ついに道志村でもインフルエンザの患者さんがでてきました。今月号ではウイルス感染
症と、基本的な感染予防対策について、説明します。

ウイルスは生き物の中でしか増殖することができず、人から人にうつります。冬になると、①のど
の粘膜の免疫機能が乾燥によって低下し人間がウイルスに感染しやすくなる、②湿度が低いと咳の飛
沫が空気中に長く停滞し、人から人にうつりやすくなる、などが原因で様々なウイルス感染症が流行
します。そのためしっかり加湿することが、風邪対策では重要です。手洗いうがいはもちろん重要で
すが、部屋の中の換気も大切です。暖房を使っていることを理由に一日中閉めきっていると、咳や喋っ
た時の飛沫がいつまでも空気中に漂っていることになりますので、風邪のウイルスも人から人にうつ
り易くなってしまいます。特に教室や職場など、大勢が机に向かっている環境では、例え寒さに弱い
方に睨まれようとも、ためらわずに 10 － 15 分間ほどの換気を定期的に行うことが大切です。そして、
咳をしているひとは、自分のためというより、人にうつさないためにマスク着用を心掛けてください。

診療所だより

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
2/1 2/2

午前：胃カメラ

2/3 2/4 2/5
研修のため休診

2/6
午前中のみ診療

2/7 2/8 2/9
午前：胃カメラ

2/10 2/11
建国記念の日

2/12
研修のため休診

2/13
午前中のみ診察

2/14 2/15 2/16
午前：胃カメラ

2/17 2/18 2/19
研修のため休診

2/20
休診

2/21 2/22 2/23
午前：胃カメラ
乳児検診 14:00 ～ 15:00

2/24 2/25 2/26
研修のため休診

2/27
午前中のみ診察

2/28 2/29

・月始めには保険証の
提出をお願いします

・ 火 曜 日 は 9:30 ～
10:30 ごろまで胃カメ
ラ検査になります

・健診日は医師不在の
時間があります

・ 木 曜 日 の 診 療 は
15:30 までの受付とな
ります

2 月の予定

犬  を 飼 っ て い る み な さ ん へ

◎登録について

・犬の所有者は、生後 91 日以上の犬について、犬の登録をしなければなりません。

（生涯１回）

・登録手数料は、1 頭につき 3,000 円です。

・登録の申請があったときは、鑑札を交付しますので、首輪などに付けてください。（迷子札と同じ役目をし

ます）他市町村にて登録を済まされていて、本村に転入された場合、以前住所地で交付された鑑札と引き換

えに本村の鑑札を無料でお渡しします。【罰則規定】狂犬病予防法第 27 条第 1 項第１号の規定により、犬

の登録の申請をせず、鑑札を犬に着けず、又は届出をしなかった者は 20 万円以下の罰金が科されます。

◎狂犬病予防注射と注射済票の交付について

　生後 91 日以上経過した飼い犬には、毎年 1 回の狂犬病予防注射が義務付けられていま

す。注射を受けた犬の飼い主には、注射済票を交付いたします。直接動物病院等で予防注

射を受けた場合は、必ず役場住民健康課で注射済証明書と引き換えに注射済票の交付を受

けてください。注射済票を紛失した場合には、1 頭につき 340 円で再交付いたします。

犬鑑札

注射済票



道 志 村 フ ォ ト コ ン テ ス ト ２ ０ １ ５
～ 故 郷 の 魅 力 再 発 見 ! ! ～

審 査 結 果  に つ い て

　故郷の魅力を再発見するために、道志村内の四季折々の風景写真、道志村に伝わる伝統芸能など、道志村

の魅力あふれる写真を募集したところ、応募者数 12 名、応募点数 34 作品が集まりました。応募作品の審

査を行い、優秀作品（金・銀・銅賞）を決定しました。たくさんのご応募を頂き、誠にありがとうございます。

１．概要　　　　応募者数：12 名　応募作品数：34 作品

２．募集期間　　平成 27 年 7 月 1 日から 12 月 31 日まで

３．受賞作品　　金賞「こんな素晴しい場所見～つけた」　COLA さん

　　　　　　　　銀賞「的様」　かっちゃんさん

　　　　　　　　銅賞「煙と水と土と朝の匂い」 釣り著しく好き三平さん
４．問い合わせ　役場産業振興課　☎︎ 52-2114

金賞
「こんな素晴しい場所見～つけた」

COLA さん

銀賞
「的様」

かっちゃんさん

銅賞
「煙と水と土と朝の匂い」

釣り著しく好き三平さん
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　　第 42回道志村スキー教室の開催

　１月３日（日）に体育協会主催のスキー教室を「長野県しらかば２ｉｎ１スキー場」において開催
いたしました。ここ数年参加者が増加傾向にあり、今年も大勢の方がゲレンデでウィンタースポーツ
を楽しみました。また、初めてスキー・スノーボードを行う子ども達も、指導を行ってくれた方々の
お陰で基本技術を覚え滑れるようになりました。

　　道志どんど焼きの開催

　「どんど焼き」は、火にあたり、焼いた団子を食べれば、その一年健康でいるこ
とができるなどの言い伝えがあります。無病息災・五穀豊穣を祈るとされ、道志村
では新年の火祭り行事として各地区で行われてきました。
　近年では、時代の流れとともに「どんど焼き」があまり
見られなくなってきましたが、この伝統を後世に残してい
こうと、1 月 11 日（日）郷土史を語る会の主催で体験農園
広場において行われました。子どもから大人まで大勢の参
加者で賑わい、今年一年の祈願をしました。

　保育所団子さし

　1 月 15 日（金）保育所で団子さしを行いました。団
子さしは、無病息災や豊かな暮らしを願う小正月の行事
です。子どもたちは仲良く楽しそうにお団子をこね、立
派な飾りを作りあげました。今年もよい年になることを
願っています。

　たのしく雪あそび

　1 月 19 日（火）雪あそびをしました。今冬初めての
雪に、子どもたちは大喜びで冷たい雪の感触を楽しみま
した。子どもは風の子、道志村の子どもたちは寒くても
元気いっぱいです。

道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス
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生徒会選挙　新生徒会役員決まる

　12月 9日に来年度の生徒会役員選挙が行われました。立

会演説会では、各候補者自らのマニフェストを熱い想いで演

説し、責任者は候補者を頼もしく応援してくれました。この

日決まった新執行部による生徒会活動が、今年以上に発展し

より良い道志中学校を築いてくれることを期待します。

　　会長　水越紀希　　　副会長　宮下太陽　水越ひかる
　　会計　菅谷莉子　　　書記　　池谷真朋　山口楽人　　

新春駅伝大会

　1月 10 日、道志村役場をスタートとする

第 28回新春の富士山麓を走る新春駅伝大会

に男子 2チーム・女子 2チームの４チーム

が参加しました。５人のランナーがタスキを

つないで、ゴールの忍野村役場を目指しまし

た。沿道では地域の方々にも応援していただ

き、青空のもと声援が力強く背中を押してく

れました。冬休み中の練習の成果もあり、男

女とも無事ゴールすることが出来ました。

男子チーム　　中学校男子の部　２位　３位

女子チーム　　中学校女子の部　優勝　２位

３学期スタート！

　1月 12日に 3学期がスタートしました。各学年の代表が、

３学期の決意を発表しました。まとめの学期を有意義に過ご

していく意気込みが感じられました。短い学期ですが今まで

通り前向きに取り組み、自分の目標を達成

してほしいです。始業式後には駅伝の表彰

式を行いました。

　引き続いて、各教室で書き初め大会を行

いました。１年生は「理想」・２年生は「春

告げ鳥」・３年生は「有為多望」。冬休み中

に練習した字を、心を込めて書きました。

学校だより　～道志中学校～

最後の学期は

後悔のないように

がんばろう

沿道の声援が

力になりました


